
【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21 年  4 月16  日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏 名  天野 慎也  

所属・資格  法学部  助手  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   奨励研究  1 種 目  

2 研究課題  

日本政治における国会議員の活動  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

小泉内閣メールマガジンの分析  天野 慎也  日本選挙学会   2007年05月  

5 著書・雑誌論文（著奮・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  
An International Research Project  
Withinthe SixthFrameworkProgrammeof  
the European Commission”crime and  
Culture” political Corruption in  
Germany andJapan：Party Financing and  
〝Deviant Conduct”  

Angelos  
Giannakopoulos，  
Konstadinos Maras，  
ShinyaAman0  

Un毎er白i吋  
of Konstanz No．17  2008．10  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
奨07－002  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月  24日  

′つモ  日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

三平  正明  

文理学部・助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の＠・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
奨07・003  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月 31日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

木下  征彦  

文理学部■助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（⑳・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  奨07－004  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3 月 5 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

富士原 雅弘  

文理学部・助教  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07・006  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 ユ／年 ・ブ月 ユタ【日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  日高  千晴  I」’ご芹1l  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（①否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さいQ   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07・007  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3 月 19 日   

′‘▲  

及川 し旦  

文理学部・副手   

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07・008  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  4月  2日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

橋本 英俊  

経済学部・助手  

下記のとおり提出いたします。  

納－ムページ等での公開聖う否）  いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－009  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月31日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  増 田  治 宏  

所属・資格  芸術学部映画学科・助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホ一斗ページ等での公開の（竺〉否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別離様式 9】  
＊課題番号  奨07－010  

注こ課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21 年 3  月 6 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

所属・資格  文芸学科 専任講師  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3月 31日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の頓）・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



【成果物9－2］  

6 その他の発表   

新聞掲載  

新聞名 （朝刊・夕刊）  発表／掲載者名  掲載年月日  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  内 容  数 量  

コランカー）にて「2007ワール  
ドエコノムーブinJAA」競技大  
会出場。  
2007年9月1日の予選を通過  
し、9月2日の本戦ではオープ  
ンクラスにて20台中13位であ  
った。  
JAA＝日本航空学園（山梨県）  

車両仕様書  
競技結果表  

部
部
 
 

l
 
l
 
 ．T．Ishida SpecialⅣ車両仕様  

書、競技結果表、写真、記録証  
明書、3面図  

写真（コピー）  
5
 
 石田純之助  

枚、記録証明書（コ  
ピー）1枚／3面  
図・1枚  

ハウを活かし、空気抵抗の少な  
いリカンベントを制作・提案出  
展  

掲載ホームページ  

1部  
エコ展2007 ホームページ  石田純之助  

Nu press e－NEWS（日本大学  
のニュースサイト）  

リント（コピー）  
石田純之助  サイエンスアゴラに出展  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）  

（他の研究への発展）  

エコランカー制作方法のノウハウを活かし、空気抵抗の少ないリカンベントタイプ（仰向けに寝た体勢で人  

力のみで走る）の自転車を制作・提案。「JINRIⅨ1－2007」（リカンベントタイプ中距離移動用人力コミュータ）  

「プロと卵が発想するエコデザイン展2007」にて11月7日－11月20日展示 於：新宿リビングデザイン  
センターOZONE）及び、「サイエンスアゴラ2007」にて11月23日～11月25日展示 於：科学未来館   

（その他）   



【別紙様式 9】  

注：課硯番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 20日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の①菅）いずれかを0で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
奨07－013  ＊課題番号  

注：課恩番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 20 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由音を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
奨07－014  率課題番号   

●
し
 
 

さ
 
 

だ
 
 

く
 
 

て
 
 

し
 
 

入
 
 

紀
 
 

を
 
 

号
 
 

手
 
 

蔓
 
 

課
 
 

○ ＼  注：  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  
≧  

平成  21年 8 月18 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の（⑳暮否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：評題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月 31日  
日 本 大 学 総 長’殿  

望 月  氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で因んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
奨07・016  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月 20 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  松 田 弘  

所属・資格  理工学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
1 種 目  ／一般研究（個人研究）／一般研究（共同研究）／総合研究   励研究  

2 研究課題  

環境負荷低減物質としてのイオン液体を利用した成分分離に関する基礎研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等 く要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  発表テーマ  発表年月  

12th  Asia  Pacific 
Confbderation of Chemical  
Engineers（APCChE2008）  

Liquid－Liquid Equilibria of TwoIonic  
Liquids【BMIM］［PF6］and【HMIM］［PF6］  

＋1－Bu也noISystems  
2008年8月  HiroyukiMatsuda  

化学工学会  

第40回秋季大会  

白濁点を用いた2成分系液液平衡デー  
タからの活量係数式パラメータの決定  

松田弘幸  2008年9月  

Determination and Correlation  
Liquid－Liquid Equilibriain Mixtures  
theIonic Liquids［BMIM］［PF6］  
【HMJM］［PF6］＋l－ButanOISystems  

∫
l
 
f
▲
 
r
 
 

O
 
O
 
O
 
 

8thInternationaIConfbrence  
on Separation Science and 
Tbchnology（ICSSTO8）  

2008年10月  HiroyukiMatsuda  

5 著書・雑誌論文 僧醤・触・抜き刷り等を添付してくださしヽコビ・－の唱合は掲載されたことが客概的にわかるものを添付してくださしヽ）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  

HiroyukiMatsuda，MegumiHosaka，Ⅶsuke  
Yimanaka，KiyofumiKtlrihara，KatsumiTbchigi，  

弧dKe再iOchi，  
Proceedingsof12thAsiaPacificConfederation  
OfChemicalEngineers（APCChE2008），  
Liquid－Liquid Equilibria ofT伽0Ionic Liquids  
【BMIM］［PF6］and【HMIM］［PF6］＋1－Butan01  

2008年8  
月  

HiroyukiMatsuda  APCChE  

HiroyukiMatsuda，MegumiHosaka，1血suke  
Yimanaka，Nao Shqji，Kiyofumi Kurihara，  
KatsumiTbchigi，andKeQjiOchi，  

Proceedingsof8thIntemationalConferenceon  
SeparationScienceandTbchnology（］CSSTO8），  
DeterminationandCorrelationofLiquid－Liquid  
Equilibria in Mixtures oftheIonic Liquids  
【BMIM］［PF6］or【HMIM］［PF6］＋1－Butanol  

The Soci吋 Of  
Separation Process  
Engineers，Japan  

200＄年10  
月  

HiroyukiMatsuda  

香） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由音を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  奨07－017  ＊課題番号  

注：課局番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  2月 26日  
日 本 大 学 絵 長 殿  

、い 

氏  名 腰辺忠孝   

所属・資格 理工学部・専任講師   

下記のとおり提出いたします。  

詳ホームページ等での公開の㊦否）いずれかを0で囲んでください。香の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
奨07・018  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月  3日  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の⑳・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



【成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
奨07・019  ＊課題番号  

注：課題番号を紀入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  20  年  4 月  20 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格 理工学部・助手   

下記のとおり提出いたします。  





【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4月 7日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

下記のとおり提出いたします。  



【成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3月 14日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏   名㈱  

所属・資格  生産工学部 ・ 助 手  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の①否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は一理由書を添付して下さい0   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 20年  4月  8日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  丸 茂  喜 高  

所属・資格 生産工学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（匡）否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい8   



［成果物9－2］   



車課題番号 突クアークミj 
【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  4月  9日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の砂否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－024  

注：深層帯号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成   21年  5月 15日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  す山 晋延  

所属・腎格  屯気電子工学科・印：任講師  

下記のとおり提出いたします。  

注：抜当する種目を○で囲んでください。  1 珊  ▼一般研究（何人研究）／一般研究（共同研究）／総合研究   ㌍励研究／  

卵子晶門が初期胚透明帯形状と弾性率の矧韓変化に及ぼす形轡について  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代衣者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨其の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  発表テーマ  発袈年月  

平成19年10月17  
日  

Yo5hinobu 帆！RAYAMA，  

Jinji＝【Zし爪0，rlil・Oko  

NAK心ⅣM， Hirokazu  
KarnakuILa，kazuyuki  

／lKAISト】Ⅰ－トIiroakiIⅦI  
and Sad80 0＼仏丁八  

A椚erican Society ror  
Reproductive lkdicine  
63rd Annual lleetinr 

Reliable ovun evaluation systen by  
eTlgineering technology，llicro Tactile  
Sensor（ltTS）system forElectiveSi用1e  
embl・yO Tr・anSfer（eSET）on hurnan ART  

lIouse Zona  s t 八nnuallleetin拝 OF  l）ellucida lIecha】lically  20年5月28日  Yoshonobu IIurayama，  
Jinjiltizuno，Hirokazu  

Kamakura，   Iliroko  
Nakamura，  Kazu）・uki  
Akaishi，「】il・08kilnui  

and Sadao Onata．  

41  

theSociety ror thpStudy  
Of Repl・Oduction  

トTardens in the ∧rrH）unt Of Cortical  

Granule cxudates dependent nanner・．  

5 野澤・雅語論文（帯鴨・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場剖群馬載されたことが鰍＝わかるものを添付してください。）  

粁．1搾l・邦語名／論文名  出順杜・発行所  若者■執窄者  

※ホームページ等での公開ガ（可  否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。  

［成果物9－2］   





【別紙様式 9】  
＊課頸番号  奨07－025  

注：課題番号を妃入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  4 月  8 日  
日 本 大 学 絵 土主  

氏  名  高 木  秀 有  

所属・牲借  総合教習物理学教宜・助手  

下．記のとおり仇汀Llいたします。  

注：該当する繹日を○で囲んでください。  1 種  ‡研究（仲人研究）／一衿研究（榊り研究）／キ竺合研究   里励研究／ ＝・  

・定押込み歪み速度．試験による細見力学粟津l三．評価法の舵立  

3 研究紐帯（井同研究・総ナナ研究のみ該当します）  

・研究代衣者   

・研究分担者（役‘．1ごり分担）  

エl学会発お等 価旨築の抜き刷り．発表原柿のコピー琴及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発来者名  学会辛．  発裏テーマ  
発Jそ勺三月  

据定描‘押込みクリーブのFEシミュレ  
ーシ′ヨン  

Creep Chal・aCterization of Power－Law  
Materials through PseudoqS（eady  
】ndenはtionl七sIs  

CompuLa（ionalSttLdy of Pseudo－Steady  
lndentation Creep 

ー1■Ji木秀石一ほか  日本企居′；ご：会  

The Sixth Pac涌c Ri111  
TnternationaT ConftrellCe  
on Advanced Matel・ials  
andProcessil唱（PRICM6）  

2007年9ノ】  

2007年1月  Hidenaril七k昭ielal  

International Tlle Eせ1t】1   

Conf盲rence  on  

FundanlentaTs or FractuT・e  

（TCFFV＝）   

日本金川て：会  

2008年1月  HidenariTbkagietal  

擬定常押込みクリープの構成式と有限  
聖ポ椚析   

瞑定借押込みクリープにおける庄子下  
の変井㌢拘助に関する有限聖誹シミュレ  
ーン′ヨン  

ll■7；木方有ほか  2008年9月  

m碑工学会  ホ一言木秀＃ほか  2009年3月  

5：杵tlト雄志．論文 ㈲・雑誌・抜き刷り革を添付してください。コビ」の場合は縄潤されたことが野馳掃こわかるものを添付してください。）  
署甘・軌∧il三昔  若井名・押詰名／論文名  軋販社t発行所  

Hidenaril七ka呈iMing  
Dao a11d Ma5ami  
Fしりi、Vara   

AcIa Mechanica SolidaSinica／Analysison  
PSeudo－Sread＼′indentalioncreep  

2008il三8  
、rJ  

AMSS Press 21  

否） いすれかを○で囲んでください。否の輯合は．理由ホを添付して下さい。   ※ホームページ帯での公開の  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－026  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 22 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

谷 樹昌  肺；  
氏  名   

所属・資格  医学部・助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の①・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－027  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 28 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  医学部・助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－028  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4月 4日  

氏  名   知久正明  r一轟  

所属・資格  医学部・助教  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開のt㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
奨07・029  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 13 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

高柳（須田）たかね  氏  名   

所属・資格   医学部・専修医  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊦∴否）いずれかを○で囲んでください8否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－030  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 8 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  基 彦  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい0   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07・031  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21 年 3 月 9 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・跨格  

布村  聡  

医学部・助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・否）いすれかを○で囲んでくださいD否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 2 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  西田  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いすれかを0で南んでください。香の場合は・理由書を添付して下さい。   



【成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
奨07－033  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 27日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

高橋 黍夫  

医学部・助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の◎・否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07・034  

注：課現番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 1日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  田追 奈津子  

所属・資格  歯学部・助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（◎・否）いずれかを0で囲んでください。菅の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07・036  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 1日  
日 本 大 学 総 長  殿  

糾和樹  ㊧  氏  名   

所属・資格  歯学部・助教   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－037  

－－ ㌧一「■  

注：課樋番号を職入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年 3 月 25日  

日 本 大 学 絵 長  殿  

下記のとおり提出いたします。   

⑲・否）いずれかを○で因んでください。雪の場合は・理由舌を添付して下さい。  ※ホームページ等での公開の   



【成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
奨07・038  ＊課題番号  

注：課題番号を紀入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 8  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
奨07・039  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月  8 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  歯学部・助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（愈・否）いずれかを0で囲んでください。菅の場合は．理由音を添付して下さい。  

【成果物9－2］   





【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07・040  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 8 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  歯学部・助教   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－042  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学緬研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 4 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 橋 爪 智 美  

所属・資格 松戸歯学部・助手  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（∋・否）いずれかを0で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9ご】  
＊課題番号  奨07－043  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月5日  
日本大学総長殿   

氏  名太田（横田）ルミ  率  
所属・資格＋松戸歯学部・助手   

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・否）いずれかを0で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 10】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 20 年 4 月23日  
日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

冥ホームページ等での公開の（◎・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物10－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－046  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月10 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 績橋  治  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでくださいd否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
奨07－047  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月19 日  

日本大学総長殿  

氏  名∵牒藤（森川）美雪   二】  

所属・資格 松戸歯学部・助手   

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥一否）いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



【成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
奨07－048  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年 5 月 19 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

所属・資格 生物資源科学部・助手  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
1 種 目  奨励研究  ／一般研究（個人研究）／一般研究（共同研究）／総合研究   

2 研究課題  

新規手法を用いた昆虫寄生性徴胞子虫の系統解析  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

ポストゲノム時代における微胞子虫系統  
の分類  

畠山吉則・岩野秀俊  平成20年度蚕糸・昆虫機  
能利用学術誹薄会  

2008年3月  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等をi剰寸してくださしヽコピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  著者・軌¶者  

J．INSEC．BIOTECH．SERICOL．／  
AnUltimateMethod forI）etectionofInfected  
Pathogenic Microorganism from SillくWOrtn  

Hatal（eyama，Y．，Hamano，  
l（．andIlVanO．H．  

HatalくeyaT吼Y．， Sato，  
Y．， hIurat礼  m，  
Yukal柑，ll．and  
Iwano．H．  

2008年2月  日本蚕糸学会  77．1  

usingIIDGP．  

J．1NSEC．BlOTECli．SERICOLノ  
Searcllfor and detection of specific DNA  
fragmentsin high－alldlow－Virulent strains  
Of 肋∫凸相 加虎」でノ■∫ （Microsporida  
Nosematidae）．   

日本蚕糸学会  2009年2月  78．1  

Xホームページ等での公開の（匝・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－049  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年 4月 9日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏   名牒  

所属・資格 生物資源科学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  奨07－050  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月30日  

日 本 大 学 綺 長  殿  

氏  名 藤沢 直樹  

所属・資格 生物資源科学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

減圭一J＿（P→～1堂『爪八開爪／同＿不ヽ ′・、▼・・【 －－．－－・一川叫¶・、上土】．L、ずれ土、を〇で囲∴でくださし、。否の場合浩，空士雪空烹だLてT亡しt。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月28日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名御  

所属・資格 生物資源科学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（回・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
奨07－052  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年 4月27日  

日本大学総長殿  

風   
属．梁生物酬部．任講  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）／一般研究（共同研究）／総合研究   奨励研究  

2 研究課題   

海洋性硝化微生物の分布および培養に関する研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

学会名  発表者名   発表テーマ  発表年月  
アマモ群落底砂由来のアンモニア酸化培養系と  

現場底砂のアンモニア酸化性アーキアの群典構  
i輿ヒ較  

逆転写FCR法による水族折ろ渦靖内における満  
水性アンモニア酸化性アーキアのモニタリング   

仲間県下田市田ノ澗湾のアマモ畔溝中馬砂にお  
けるアンモニア酸化†生アーキアおよぴバクテリ  

アの季節的遷移とその椚化作用  

2008年11月  

2008年lI月  

松谷直樹、安藤善史、生山  
達塾、他  

山釈さつき、史旦L曳塾、椚  
田育男、他  

安師野史、史止L地、  

令二、他  
耶24回日本微生物生態竿会大  
∠ゝ  つ言   

日本農芸化学会2008年慶大会  

200害年I1月  

日本梅奥尻沖澤海におけるアンモニア醇化性ア  
ーキアの分布．   

静岡県下田市田ノ珊湾のアマモ群滞におけるア  
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